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あらまし：学習者のユニバーサル化に伴い，各種学習者特性に合わせた教育が求められている．現在，授

業の同時収録と公開が，学習者の学びに与える影響について調査を行なっている．今回，授業の実施形態

と授業を同時収録した授業動画の公開に対し，学習者がもった印象について，アンケート調査を行った．

今回は，授業実施形態と学習者の印象について報告を行う． 
キーワード：講義収録，ライブ配信，セミリアルタイム公開，LMS/CMS，アダプティブラーニング 

 
 
1. はじめに 
学習者のユニバーサル化に伴い，各学習者特性に

合わせた教育や学習者対応が求められている 1-3)．こ

れまで，学習者の学習への取り組みの改善に向け，

様々な手法の試行に取り組んできた 4-7)．いずれの手

法も全体的に改善傾向が見られた．ところが，ター

ゲットとする学習者層の改善につながらない場合が

多くあった．そこで 2017年度に新たな手法として，
演習系科目にて，講義収録と公開を試行した 7)．こ

の結果，全体的な改善と出席率の改善傾向が見られ

た．対象とした授業では，解説に用いたパソコンで

画面収録用ソフトウェアを用いて動画収録，手作業

で LMS/CMS(moodle)に掲載した．同様の手法にて，
他の授業にて実践した結果，全体的に効果的な結果

が得られた．しかし授業の実施形式や教室環境に対

して，学習者が授業動画に対する印象は明らかにさ

れていない． 
そこで今回，担当している様々な実施形式の授業

全般で，授業の同時収録と公開を行った．公開方式

は，授業内で１つの解説が終了するごとに公開する

セミリアルタイム公開方式で実施した(一部，講義形
式の授業を除く)．本稿では，調査結果から，授業形
式や教室と授業動画に対する学習者の意識調査結果

について報告を行う． 
 

2. セミリアルタイム公開方式の講義収録 
授業での講義収録と公開は，多様な学習者 (コン
ピュータに対する習熟度，日本語能力，既有知識・

技能)1,6)と学習者特性(質問を行わない・質問を行え
ない学習者)への対応として取り組み始めた．そのた
め，授業中に教授者が説明していたことを，できる

だけ早く学習者が手軽に再視聴できるようにする必

要性があった．そこで，授業における解説一つの時

間は基本的に 10分までとし，この解説の間，動画収

録を行う．解説が終了後，動画収録を停止し，収録

した動画ファイルを，LMS/CMS(moodle)に掲載した．
即時公開生を重視するため，編集を行わない，撮っ

て出しを基本とした．まずは学習者が再度視聴した

いことに対応するため，できるだけ早く学習者が視

聴できるコンテンツの提供を重視した． 
2.1 講義用コンピュータでのソフト収録 
講義で解説に用いるコンピュータの画面と，解説

音声を同時収録し，moodleに掲載する手法で行った
 (図 1)．解説音声の集音は，Polycom Communicator
(PPVOIP-C100S)を用いた．画面と音声の収録は，A
G-デスクトップレコーダー8)を用い，入力装置(マウ
ス操作，キー入力)の強調表示は ORAKUIN9)を使用．

録画時間:授業の中で説明している時間．一つの解
説:10 分程度 (他 1〜2fps,画面サイズ 50% or 100%，
リアルタイムエンコーディング)．説明終了後，手作
業で moodleに掲載し学生に口頭でアナウンスした． 

  
図 1,解説用コンピュータと画面 

2.2 試行した授業形態と教室環境 
今回，授業形態と教室環境に対する学習者の授業

動画に対する印象を調査するため，様々な授業にて

実施した．授業形態は，学習者がコンピュータを用

いて演習を行う演習形式と，学習者は講義を聴いて

取り組む講義形式に大きく分類した．講義形式は，

学習者はノートと鉛筆で受講する一般的な座学であ

る講義形式(座学)と，パソコンの演習室で授業を行
うが，講義内で課題に取り組む際，新たにパソコン

moodle
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操作と知識の修得が不要な課題に取り組む講義形式

(座学＋パソコン利用)に分類した(表 1)． 
表 1，実施授業と実施形態の対応 

 
 

3. 実施結果 
授業の実施形態と学習者の印象の調査のために２

種類のアンケート調査を行った． 
アンケート調査１は，授業１(略称 1(Ep))にて授業
内容の区切り毎に同アンケート調査を継続して行っ

た．具体的には第 5,12,15回講義である．継続した調
査から，学期内での１科目の中での学習者の印象の

変化を捉える．調査結果より，「授業での解説を動画

で収録し，公開していましたが，知っていましたか？

(表 2)」より，授業が進むにつれて試聴する傾向が見
られる．「授業内で収録している動画を公開するタイ

ミングは何時が良いですか？（表 3)」より，約 70%
の学習者が授業内での授業動画の公開を希望してい

ることがわかる．特に授業期初期は授業内(解説中)
が多く，後半になるに従い授業内(解説後)が増える
傾向にある．授業 1は多くの学習者が始めて操作す
るソフトであることが関係していると考える． 

表２,授業動画の公開について 

 
表 3,授業動画を公開するタイミングの希望 

 
アンケート調査２では，様々な実施形態の授業で

調査を行った．「授業での解説を動画で収録し，公開

していましたが，知っていましたか？(図 2)」では，
演習系科目にて試聴する傾向が見られる．しかし講

義系科目でも，一定数の視聴者はおり，他の調査結

果からも「不要」との回答は 10%未満であった． 

 
図 2,授業動画の公開について(授業別) 

 
4. まとめ・展望 
今回，様々な授業実施形態の授業にて，授業中に

収録した授業動画をセミリアルタイム形式で公開を

行った．また特定の授業では，学期内を通して調査

を行い学習者の授業動画に対する印象の変化も調査

した．これら結果から，演習系科目では授業動画を

視聴する傾向が強い．特に初めて操作するソフトウ

ェアに関しては，授業期の中でも早い時期ほど，よ

り早く試聴したい傾向が見られた．全ての授業にお

いて，授業動画が不要とした意見は 10%未満であり，
逆に全ての授業において，よく試聴していた学習者

もいる．以上より，どのような授業実施形態でも授

業動画は必要な学習者がいる．また演習系科目ほど，

さらに初めて操作するソフトウエアがある程，早い

時期から授業動画を試聴したい傾向も見られた． 
本調査は本学のネットワーク環境，LMS環境など
から，全て手作業で行うセミリアルタイム形式で実

施している．今後はネットワーク設備やサーバ設備

を整備し，自動化することから，多くの授業での授

業動画の自動収録と，学習者がオンタイムで一時停

止や巻き戻し再生しながら授業を試聴できる環境が

構築できる．これにより学習者の学習速度特性にあ

わせた学びの提供が可能になると考える． 
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※1 ※2

一般

教室

セミリア

ルタイム

授業

後

1 1 ○ ○ 1(Ep)
2 3 ○ ○ 2(Ep)
3 2 ○ ○ 3(Lp)
4 2 ○ ○ 4(Lp)
5 3 ○ ○ 5(L)

略称

※1,使用ソフト:始めて操作
※2,使用ソフト:一部始めて操作

演習:E,講義:L
パソコン演習室:p

授
業

対
象
学
年

演習

パソコン

演習室

授業動画

配信方式
講義

5 12 15
知っていた・よく視聴した 10% 21% 25%
知っていた・少し視聴した(1～2回程度) 43% 46% 56%
知っていた・視聴していない 41% 31% 19%
知らなかった 6% 1% 0%

5 12 15
授業内（解説中） 33% 26% 10%
授業内（解説後） 33% 51% 54%
授業後 30% 19% 29%
不要 4% 3% 5%
etc 0% 1% 3%
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